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提 言 の 要 旨 
 
 
 
 
 
 

         
 
 
           
 
 
         
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

現状分析 

中堅職員のやる気向上について～中堅職員から中核（CORES）職員へ～

背 景 地方分権一括法の施行による基礎自治体への権限移譲 
行財政改革に伴う公務員数の削減

権限移譲による

事務量の増加 
義務付け・枠付け

による条例見直し 

地方公務員数の

減少

職員の年齢構成

のアンバランス

業務量の増加 業務内容の高度化 職員の負担増加 中堅職員の多さ 

個人の仕事量の増加・個人の仕事の質の変化・中堅職員の役割 

中堅職員のポテンシャルが発揮されて

いない

中堅職員に仕事の偏りがある 

※なぜ中堅職員内で仕事が偏在するのか？ 
仮定１：能力が低いため仕事ができない 
仮定２：やる気が低いため仕事をしない 

分  析 

提  言 中堅職員のやる気を向上させる仕組みと取り組み 

中堅職員から中核（ＣＯＲＥＳ）職員へ 

課  題 
やる気と仕事量の相関関係が高い 

仮  定 

能力と仕事量の分析・やる気と仕事量の分析 

仕事の量・質と職員数減

少によるギャップ 


